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治安意識に関する心理学的研究
An psychological study about peace attitude.
北　折　充　隆1）　　　小野寺　理　江2）
　　　　　　　   Mitsutaka KITAORI　　　　　  Masae ONODERA
【問題と目的】
人類がもともと集団生活をする種である以










































































































































































































































































認知的共感性 .49 *** .65 ***











































自分は事故に巻き込まれることはない 16 134 92.83 ***
自分は犯罪に巻き込まれることはない 21 129 77.76 ***
自分は事故を起こすことはない 33 117 47.04 ***
自分は犯罪を犯すことはない 71 79 .43
死刑制度に賛成である 131 19 83.63 ***
裁判員として裁判に参加したことがある 3 147 138.24 ***
世の中には矯正不可能な人間もいると思う 143 7 123.31 ***
犯罪を犯しても、捕まる確率は実は低いと思う 49 101 18.03 ***
日本の社会は平和だと思う 101 49 18.03 ***
私は性善説（人は基本的に善であるとする）を支持する 94 56 9.63 **
私は性悪説（人は基本的に悪であるとする）を支持する 44 106 25.63 ***
※ 数値は人数 *** p<.001，** p<.01
Table 4 　「自分は事故に巻き込まれることはない」別に見た各項目の平均と標準偏差
は　い いいえ t
情動的共感性 3.23 （  .44） 3.26 （  .53） -.24
社会考慮 3.11 （  .41） 3.09 （  .53） .16
認知的共感性 3.26 （  .46） 3.20 （  .54） .50
懲役評価（年） 5.13 （2.78） 5.19 （2.63） -.09
※（　）内は標準偏差




情動的共感性 3.31 （  .43） 3.25 （  .53） .48
社会考慮 3.10 （  .47） 3.09 （  .52） .12
認知的共感性 3.30 （  .44） 3.19 （  .54） 1.06




情動的共感性 3.23 （  .42） 3.27 （  .54） -.33
社会考慮 3.16 （  .42） 3.07 （  .54） 1.04
認知的共感性 3.25 （  .48） 3.19 （  .54） .64




情動的共感性 3.27 （  .50） 3.25 （  .54） .20
社会考慮 3.06 （  .48） 3.12 （  .55） -.79
認知的共感性 3.17 （  .46） 3.23 （  .58） -.68




情動的共感性 3.27 （  .51） 3.21 （  .56） .41
社会考慮 3.10 （  .52） 3.01 （  .51） .76
認知的共感性 3.21 （  .53） 3.18 （  .55） .17




情動的共感性 3.26 （  .53） 3.14 （  .20） 1.38
社会考慮 3.09 （  .52） 3.19 （  .39） -.65
認知的共感性 3.20 （  .53） 3.33 （  .42） -.82




情動的共感性 3.22 （  .56） 3.28 （  .50） .59
社会考慮 3.03 （  .51） 3.12 （  .52） .30
認知的共感性 3.18 （  .49） 3.21 （  .54） .73










































情動的共感性 3.23 （  .48） 3.32 （  .58） -.94
社会考慮 3.15 （  .49） 2.98 （  .55） 1.82 †
認知的共感性 3.22 （  .50） 3.16 （  .59） .63
懲役評価（年） 5.17 （2.75） 5.21 （2.42） -.10
※ （　）内は標準偏差 † p<.10
Table12　「私は性善説（人は基本的に善であるとする）を支持する」別に見た各項目の平均と標準偏差
は　い いいえ t
情動的共感性 3.29 （  .48） 3.21 （  .57） .94
社会考慮 3.10 （  .47） 3.08 （  .59） .13
認知的共感性 3.21 （  .51） 3.20 （  .57） .04




情動的共感性 3.13 （  .60） 3.31 （  .47） -2.01 *
社会考慮 3.08 （  .58） 3.10 （  .49） -.19
認知的共感性 3.19 （  .56） 3.21 （  .51） -.17
懲役評価（年） 5.32 （2.93） 5.13 （2.52） .40
※ （　）内は標準偏差 * p<.05
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